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(57)【要約】
【課題】安全且つ使い勝手の良い着脱式ハンドルの取付 
構造を有する調理器を提供する。
【解決手段】底壁部２ａと、底壁部２ａの周囲から立ち 
上がる側壁部２ｂと、側壁部２ｂの上部が開口した上部 
開口部２ｃとを有する調理器本体２を備え、調理器本体 
２は、上部開口部２ｃの周囲から側壁部２ｂよりも外側 
に向かって突出されたフランジ部２ｄと、フランジ部２ 
ｄに取り付けられたハンドル取付部材３とを有し、ハン 
ドル取付部材３を介して着脱式ハンドル１００が取り付 
けられ、ハンドル取付部材３は、着脱式ハンドル１００ 
の先端側に設けられた把持部１０１により把持される立 
壁部３ａと、立壁部３ａの上端から外側に向かって突出 
されたリブ壁部３ｂとを有し、フランジ部２ｄは、前記 
リブ壁部３ｂよりも長く突出している。
【選択図】図３

審査請求　未請求　請求項の数　4　　ＯＬ　（全8頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 底 壁 部 と 、
　 前 記 底 壁 部 の 周 囲 か ら 立 ち 上 が る 側 壁 部 と 、
　 前 記 側 壁 部 の 上 部 が 開 口 し た 上 部 開 口 部 と を 有 す る 調 理 器 本 体 を 備 え 、
　 前 記 調 理 器 本 体 は 、 前 記 上 部 開 口 部 の 周 囲 か ら 前 記 側 壁 部 よ り も 外 側 に 向 か っ て 突 出 さ  
れ た フ ラ ン ジ 部 と 、
　 前 記 フ ラ ン ジ 部 に 取 り 付 け ら れ た ハ ン ド ル 取 付 部 材 と を 有 し 、
　 前 記 ハ ン ド ル 取 付 部 材 を 介 し て 着 脱 式 ハ ン ド ル が 取 り 付 け ら れ 、
　 前 記 ハ ン ド ル 取 付 部 材 は 、 前 記 着 脱 式 ハ ン ド ル の 先 端 側 に 設 け ら れ た 把 持 部 に よ り 把 持  
さ れ る 立 壁 部 と 、 前 記 立 壁 部 の 上 端 か ら 外 側 に 向 か っ て 突 出 さ れ た リ ブ 壁 部 と を 有 し 、
　 前 記 フ ラ ン ジ 部 は 、 前 記 リ ブ 壁 部 よ り も 長 く 突 出 し て い る こ と を 特 徴 と す る 調 理 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 フ ラ ン ジ 部 は 、 前 記 上 部 開 口 部 の 全 周 に 亘 っ て 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請  
求 項 １ に 記 載 の 調 理 器 。
【 請 求 項 ３ 】
〕   前 記 フ ラ ン ジ 部 は 、 前 記 上 部 開 口 部 か ら 水 平 方 向 に 突 出 し て 設 け ら れ て い る こ と を 特  
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 調 理 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 調 理 器 本 体 は 、 角 形 の フ ラ イ パ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か 一  
項 に 記 載 の 調 理 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 調 理 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 フ ラ イ パ ン や 鍋 な ど の 調 理 器 の 中 に は 、 固 定 式 の ハ ン ド ル で は な く 、 着 脱 式 の  
ハ ン ド ル を 備 え た も の が あ る （ 例 え ば 、 下 記 特 許 文 献 １ ， ２ を 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 着 脱 式 ハ ン ド ル は 、 そ の 先 端 側 に 設 け ら れ た 把 持 部 に よ り フ ラ イ パ ン の 縁 を 把 持 す る 構  
造 と な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 外 径 な ど の サ イ ズ が 異 な る フ ラ イ パ ン や 鍋 な ど の 調 理 器 に  
対 し て 、 あ る 程 度 の 互 換 性 を 持 た せ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 フ ラ イ パ ン な ど の 調 理 器 は 、 着 脱 式 ハ ン ド ル が 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 調 理 に 供  
さ れ る た め 、 把 持 部 に 食 材 が 付 着 し て 汚 れ て し ま う お そ れ が あ る 。 ま た 、 把 持 部 に 直 火 が  
当 た る と 、 把 持 部 が 破 損 し て し ま う お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 下 記 特 許 文 献 １ に は 、 フ ラ イ パ ン に 着 脱 自 在 な 着 脱 式 ハ ン ド ル に 対 応 す る フ ラ イ パ ン 構  
造 で あ っ て 、 ハ ン ド ル 取 手 に 直 火 が 当 た っ た 際 の 破 損 を 防 ぐ た め 、 金 属 ベ ル ト が ハ ン ド ル  
本 体 に 一 体 型 に 結 合 さ れ て い る 構 造 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 下 記 特 許 文 献 ２ に は 、 フ ラ イ パ ン に 着 脱 自 在 で 同 フ ラ イ パ ン を 移 動 可 能 な 着 脱 式  
ハ ン ド ル に 対 応 す る フ ラ イ パ ン 構 造 で あ っ て 、 フ ラ イ パ ン の 開 口 外 周 壁 部 の 外 側 面 に 、 着  
脱 式 ハ ン ド ル の 先 端 を 着 脱 自 在 な ハ ン ド ル 取 手 が 取 り 付 け ら れ た 着 脱 式 ハ ン ド ル 用 フ ラ イ  
パ ン 構 造 が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ３ － ６ ６ ７ ０ １ 号 公 報
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【 特 許 文 献 ２ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ １ ７ ６ ３ ８ ６ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 と こ ろ で 、 上 述 し た 特 許 文 献 １ に 記 載 の 構 造 で は 、 フ ラ イ パ ン （ 調 理 器 容 器 ） に ハ ン ド  
ル が 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 把 持 面 が フ ラ イ パ ン の 外 側 に 当 接 す る た め 、 調 理 時 に 加 熱 さ  
れ た フ ラ イ パ ン の 熱 や 直 火 が 把 持 面 に 当 た る こ と で 把 持 面 が 劣 化 す る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 上 述 し た 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 構 造 で は 、 誤 っ て フ ラ イ パ ン の 縁 に ハ ン ド ル 取 手 を  
取 り 付 け て し ま う こ と が 想 定 さ れ る 。 こ の 場 合 、 使 用 中 や 移 動 中 に 着 脱 式 ハ ン ド ル か ら フ  
ラ イ パ ン が 抜 け 落 ち て し ま う お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 ハ ン ド ル 取 手 は 、 フ ラ イ パ ン の 側 壁 部 に カ シ メ に よ り 取 り 付 け ら れ て い る 。 し  
た が っ て 、 こ の 場 合 、 菜 箸 や フ ラ イ 返 し な ど の 調 理 器 具 が カ シ メ 部 分 に 当 た っ て し ま い 、  
調 理 し づ ら か っ た り 、 カ シ メ 部 分 に 食 材 が 付 着 し 、 洗 浄 に 手 間 が か か っ て し ま う お そ れ が  
あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 事 情 に 鑑 み て 提 案 さ れ た も の で あ り 、 安 全 且 つ 使 い 勝 手 の  
良 い 着 脱 式 ハ ン ド ル の 取 付 構 造 を 有 す る 調 理 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 以 下 の 手 段 を 提 供 す る 。
〔 １ 〕   底 壁 部 と 、
　 前 記 底 壁 部 の 周 囲 か ら 立 ち 上 が る 側 壁 部 と 、
　 前 記 側 壁 部 の 上 部 が 開 口 し た 上 部 開 口 部 と を 有 す る 調 理 器 本 体 を 備 え 、
　 前 記 調 理 器 本 体 は 、 前 記 上 部 開 口 部 の 周 囲 か ら 前 記 側 壁 部 よ り も 外 側 に 向 か っ て 突 出 さ  
れ た フ ラ ン ジ 部 と 、
　 前 記 フ ラ ン ジ 部 に 取 り 付 け ら れ た ハ ン ド ル 取 付 部 材 と を 有 し 、
　 前 記 ハ ン ド ル 取 付 部 材 を 介 し て 着 脱 式 ハ ン ド ル が 取 り 付 け ら れ 、
　 前 記 ハ ン ド ル 取 付 部 材 は 、 前 記 着 脱 式 ハ ン ド ル の 先 端 側 に 設 け ら れ た 把 持 部 に よ り 把 持  
さ れ る 立 壁 部 と 、 前 記 立 壁 部 の 上 端 か ら 外 側 に 向 か っ て 突 出 さ れ た リ ブ 壁 部 と を 有 し 、
　 前 記 フ ラ ン ジ 部 は 、 前 記 リ ブ 壁 部 よ り も 長 く 突 出 し て い る こ と を 特 徴 と す る 調 理 器 。
〔 ２ 〕   前 記 フ ラ ン ジ 部 は 、 前 記 上 部 開 口 部 の 全 周 に 亘 っ て 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と  
す る 前 記 〔 １ 〕 に 記 載 の 調 理 器 。
〔 ３ 〕   前 記 フ ラ ン ジ 部 は 、 前 記 上 部 開 口 部 か ら 水 平 方 向 に 突 出 し て 設 け ら れ て い る こ と  
を 特 徴 と す る 前 記 〔 １ 〕 に 記 載 の 調 理 器 。
〔 ４ 〕   前 記 調 理 器 本 体 は 、 角 形 の フ ラ イ パ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 〔 １ 〕 ～ 〔 ３  
〕 の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 調 理 器 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 安 全 且 つ 使 い 勝 手 の 良 い 着 脱 式 ハ ン ド ル の 取 付 構 造 を  
有 す る 調 理 器 を 提 供 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 調 理 器 に お い て 着 脱 式 ハ ン ド ル が 取 り 付 け ら れ た 状 態  
を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 調 理 器 に お い て 着 脱 式 ハ ン ド ル が 取 り 付 け ら れ た 状 態 を 示 す 側 面 図 で  
あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 調 理 器 に お い て 着 脱 式 ハ ン ド ル が 取 り 付 け ら れ た 状 態 を 示 す 断 面 図 で  
あ る 。
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【 図 ４ 】 図 １ に 示 す 調 理 器 の ハ ン ド ル 取 付 部 材 の 構 成 を 後 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ に 示 す 調 理 器 の ハ ン ド ル 取 付 部 材 の 構 成 を 上 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 と し て 、 例 え ば 図 １ ～ 図 ５ に 示 す 調 理 器 １ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 図 １ は 、 調 理 器 １ に お い て 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ が 取 り 付 け ら れ た 状 態 を 示 す 斜  
視 図 で あ る 。 図 ２ は 、 調 理 器 １ に お い て 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ が 取 り 付 け ら れ た 状 態 を 示  
す 側 面 図 で あ る 。 図 ３ は 、 調 理 器 １ に お い て 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ が 取 り 付 け ら れ た 状 態  
を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 ４ は 、 調 理 器 １ の ハ ン ド ル 取 付 部 材 ３ の 構 成 を 後 側 か ら 見 た 斜 視  
図 で あ る 。 図 ５ は 、 調 理 器 １ の ハ ン ド ル 取 付 部 材 ３ の 構 成 を 上 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 実 施 形 態 の 調 理 器 １ は 、 例 え ば 図 １ ～ 図 ５ に 示 す よ う な 角 形 の フ ラ イ パ ン に 本 発 明 を  
適 用 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 具 体 的 に 、 こ の 調 理 器 １ は 、 角 形 の フ ラ イ パ ン を 構 成 す る 調 理 器 本 体 ２ と 、 調 理 器 本 体  
２ に 対 し て 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ る 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 調 理 器 本 体 ２ は 、 平 面 視 で 略 矩 形 状 と な る 底 壁 部 ２ ａ と 、 底 壁 部 ２ ａ の 周 囲 か ら 立 ち 上  
が る ４ つ の 側 壁 部 ２ ｂ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 側 壁 部 ２ ｂ の 上 部 は 、 上 部 開 口 部 ２ ｃ と し て 、 平 面 視 で 略 矩 形 状 に 開 口 し て い る 。 ま た  
、 底 壁 部 ２ ａ と 各 側 壁 部 ２ ｂ と の 間 及 び 各 側 壁 部 ２ ｂ の 間 の 角 部 は 、 そ れ ぞ れ 湾 曲 し た 形  
状 を 有 し て い る 。 各 側 壁 部 ２ ｂ は 、 底 壁 部 ２ ａ に 対 し て 外 側 （ 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ 側 ）  
に 傾 斜 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 調 理 器 本 体 ２ は 、 上 部 開 口 部 ２ ｃ の 周 囲 か ら 側 壁 部 ２ ｂ よ り も 外 側 に 向 か っ て 突 出 さ れ  
た フ ラ ン ジ 部 ２ ｄ ， ２ ｅ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 フ ラ ン ジ 部 ２ ｄ ， ２ ｅ は 、 上 部 開 口 部 ２ ｃ の 全 周 に 亘 っ て 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 フ ラ  
ン ジ 部 ２ ｄ ， ２ ｅ は 、 側 壁 部 ２ ｂ の 上 端 部 を 外 側 に 折 り 曲 げ る こ と に よ っ て 形 成 さ れ て い  
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 調 理 器 本 体 ２ は 、 例 え ば 、 鉄 や ス テ ン レ ス 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 銅 な ど の 熱 伝 導 性 に 優 れ た  
金 属 板 を プ レ ス 加 工 す る こ と に よ っ て 、 こ れ ら 底 壁 部 ２ ａ 、 側 壁 部 ２ ｂ 及 び フ ラ ン ジ 部 ２  
ｄ ， ２ ｅ が 一 体 に 成 形 さ れ る と 共 に 、 プ レ ス 加 工 後 に 鍛 造 に よ り 底 壁 部 ２ ａ 、 側 壁 部 ２ ｂ  
及 び フ ラ ン ジ 部 ２ ｄ ， ２ ｅ の 板 厚 を 変 更 し た も の か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 調 理 器 本 体 ２ に つ い て は 、 上 述 し た 加 工 方 法 に よ る も の に 限 ら ず 、 例 え ば プ レ ス  
加 工 の み で 成 形 し た も の や 、 ダ イ キ ャ ス ト 加 工 で 成 形 し た も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 ４ つ の 側 壁 部 ２ ｂ の う ち 、 手 前 （ 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ 側 ） に 位 置 す る 側 壁 部 ２  
ｂ か ら 突 出 さ れ た フ ラ ン ジ 部 ２ ｄ に は 、 ハ ン ド ル 取 付 部 材 ３ が カ シ メ 等 に よ り 一 体 に 取 り  
付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 カ シ メ 部 分 を 三 角 状 に ３ 箇 所 設 け る こ と で 、 ハ ン ド ル 取 付 部 材 ３ の 取  
付 強 度 を 高 め て い る 。 な お 、 カ シ メ に つ い て は 、 左 右 対 称 に ２ 箇 所 設 け た 構 成 で あ っ て も  
よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 ハ ン ド ル 取 付 部 材 ３ が 取 り 付 け ら れ る フ ラ ン ジ 部 ２ ｄ は 、 残 り の フ ラ ン ジ 部 ２ ｅ よ り も  
大 き く 外 側 に 突 出 し て 設 け ら れ て い る 。 こ れ に 対 し て 、 残 り の フ ラ ン ジ 部 ２ ｅ は 、 一 定 の  
幅 で 外 側 に 突 出 し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ハ ン ド ル 取 付 部 材 ３ は 、 立 壁 部 ３ ａ と 、 立 壁 部 ３ ａ の 上 端 か ら 外 側 に 向 か っ て 突 出 さ れ  
た リ ブ 壁 部 ３ ｂ と 、 立 壁 部 ３ ａ の 下 側 の 周 囲 を 覆 う 周 壁 部 ３ ｃ と を 有 し て 、 こ れ ら が 、 例  
え ば ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 な ど の 金 属 に よ り 一 体 に 成 形 さ れ た も の か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 立 壁 部 ３ ａ 及 び リ ブ 壁 部 ３ ｂ は 、 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ の 先 端 側 に 設 け ら れ た 把 持 部 １  
０ １ に よ り 把 持 さ れ る 部 分 で あ り 、 鉛 直 よ り も 外 側 に 僅 か に 傾 斜 し て お り 、 上 方 か ら 見 た  
と き に 略 円 弧 形 状 を 有 し て い る 。 な お 、 立 壁 部 ３ ａ の 傾 斜 は 、 鉛 直 方 向 に 対 し て ５ ～ １ ０  
° の 角 度 で 外 側 に 傾 斜 さ せ る と 、 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ を 取 り 付 け た 際 に 、 使 用 に 最 適 な  
角 度 と な る よ う に 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 立 壁 部 ３ ａ 及 び リ ブ 壁 部 ３ ｂ は 、 略 Ｌ 字 形 状 を 有 し て 、 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ は 、 立 壁  
部 ３ ａ 及 び リ ブ 壁 部 ３ ｂ を 把 持 部 １ ０ １ と 段 部 １ ０ ２ と で Ｌ 字 状 に 挟 持 す る こ と で 、 強 固  
に 嵌 合 し 得 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 に お け る 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ は 、 ハ ン ド ル 取 付 部 材 ３ が 取 り 付 け ら  
れ た 調 理 器 本 体 ２ の 他 に も 、 例 え ば 丸 型 フ ラ イ パ ン を 直 接 把 持 す る こ と が で き る よ う に 、  
把 持 部 １ ０ １ は 上 方 か ら 見 て 略 円 弧 形 状 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の た め 、 把 持 部 １ ０ １ に 把 持 さ れ る 立 壁 部 ３ ａ 及 び リ ブ 壁 部 ３ ｂ も 略 円 弧 形 状 を 有 し  
て い る が 、 こ の よ う な 形 状 に 必 ず し も 限 定 さ れ る も の で は な く 、 把 持 部 １ ０ １ と 立 壁 部 ３  
ａ 及 び リ ブ 壁 部 ３ ｂ と が 互 い に 平 板 形 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 ハ ン ド ル 取 付 部 材 ３ の 上 方 、 す な わ ち 立 壁 部 ３ ａ の 上 部 が 上 部 開 口 部 ２ ｃ よ り 上  
方 に 位 置 し て い る こ と で 、 周 壁 部 ３ ｃ の 下 面 の 空 間 を 十 分 に 取 る こ と が で き 、 加 熱 時 に ハ  
ン ド ル 取 付 部 材 ３ に 滞 留 す る 熱 が 逃 げ 易 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 周 壁 部 ３ ｃ は 、 立 壁 部 ３ ａ を 把 持 し た 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ に 直 火 が 当 た る こ と が な い  
よ う に 、 立 壁 部 ３ ａ の 側 方 及 び 下 側 の 周 囲 を 覆 う よ う に 湾 曲 し て い る と 共 に 、 そ の 先 端 が  
立 壁 部 ３ ａ よ り も 外 側 （ 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ 側 ） に 突 出 し て 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 周  
壁 部 ３ ｃ は 、 外 側 （ 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ 側 ） に 向 か っ て 下 向 き に 傾 斜 し た 形 状 を 有 し て  
い る 。 立 壁 部 ３ ａ は 、 こ の 周 壁 部 ３ ｃ の 内 側 を 仕 切 る よ う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 立 壁 部 ３ ａ と 周 壁 部 ３ ｃ と の 間 に は 、 孔 部 ３ ｄ が 設 け ら れ て い る 。 孔 部 ３ ｄ は 、  
周 壁 部 ３ ｃ の 内 側 に 位 置 し て 、 立 壁 部 ３ ａ の 下 側 を 貫 通 し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ハ ン ド ル 取 付 部 材 ３ は 、 こ の よ う な 孔 部 ３ ｄ を 有 す る こ と で 、 調 理 器 １ の 洗 浄 時 に 水 抜  
き と し て 、 周 壁 部 ３ ｃ の 内 側 に 水 が 溜 ま る こ と を 防 ぎ つ つ 、 こ の 周 壁 部 ３ ｃ の 内 側 を 洗 浄  
し 易 く し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 孔 部 ３ ｄ を 有 す る こ と で 、 直 火 が 周 壁 部 ３ ｃ に 当 た っ た 場 合 で あ っ て も 、 ハ ン ド  
ル 取 付 部 材 ３ の 熱 が 逃 げ 易 く な る と 共 に 、 そ の 熱 が 周 壁 部 ３ ｃ の 下 面 か ら 立 壁 部 ３ ａ に 直  
接 伝 わ ら な い た め 、 立 壁 部 ３ ａ か ら 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ に 伝 わ る 熱 に よ り 把 持 部 １ ０ １  
及 び 段 部 １ ０ ２ が 劣 化 す る こ と を 防 ぐ こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ は 、 上 述 し た 把 持 部 １ ０ １ 及 び 段 部 １ ０ ２ の 他 に も 、 使 用 者 が 把  
持 す る 取 手 部 １ ０ ３ と 、 把 持 部 １ ０ １ の 立 壁 部 ３ ａ 及 び リ ブ 壁 部 ３ ｂ を 把 持 し た 状 態 を 保  
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持 す る ロ ッ ク レ バ ー １ ０ ４ と 、 把 持 部 １ ０ １ の 立 壁 部 ３ ａ 及 び リ ブ 壁 部 ３ ｂ を 把 持 し た 状  
態 を 解 除 す る ロ ッ ク 解 除 ボ タ ン １ ０ ５ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ で は 、 そ の 操 作 性 を 考 慮 し て 、 ロ ッ ク レ バ ー １ ０ ４ が 取 手 部 １ ０  
３ の 下 面 側 に 設 け ら れ 、 ロ ッ ク 解 除 ボ タ ン １ ０ ５ が 取 手 部 １ ０ ３ と の 上 面 側 に 設 け ら れ て  
い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 上 の よ う な 構 成 を 有 す る 本 実 施 形 態 の 調 理 器 １ で は 、 上 述 し た 調 理 器 本 体 ２ に ハ ン ド  
ル 取 付 部 材 ３ を 介 し て 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ れ に よ り 、 本 実 施 形 態 の 調 理 器 １ で は 、 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ の 把 持 部 １ ０ １ に 食 材  
が 付 着 し て 汚 れ て し ま う こ と を 防 ぐ こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 調 理 器 １ で は 、 上 述 し た ハ ン ド ル 取 付 部 材 ３ が 調 理 器 本 体 ２ の フ ラ  
ン ジ 部 ２ ｄ に 取 り 付 け ら れ て い る た め 、 調 理 器 本 体 ２ の 内 側 に カ シ メ 部 分 が 露 出 す る こ と  
が な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 調 理 器 １ で は 、 上 述 し た 立 壁 部 ３ ａ の 下 側 の 周 囲 を 周 壁 部 ３ ｃ が 覆  
う 構 成 の た め 、 立 壁 部 ３ ａ を 把 持 し た 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ に 直 火 が 当 た る こ と を 防 ぎ つ  
つ 、 こ の 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ を 保 護 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 調 理 器 １ で は 、 上 述 し た 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ の 把 持 部 １ ０ １ に よ  
っ て 、 調 理 器 本 体 ２ の 上 部 開 口 部 ２ ｃ の 周 囲 が 把 持 で き な い 形 状 と な っ て い る 。 す な わ ち  
、 こ の 調 理 器 本 体 ２ の 上 部 開 口 部 ２ ｃ の 周 囲 に は 、 全 周 に 亘 っ て フ ラ ン ジ 部 ２ ｅ が 設 け ら  
れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 フ ラ ン ジ 部 ２ ｅ は 、 上 部 開 口 部 ２ ｃ の 周 囲 か ら 外 側 に 向 か っ て 突 出 さ れ た 端 部 ま で の 長  
さ が 、 リ ブ 壁 部 ３ ｂ の 立 壁 部 ３ ａ の 上 端 か ら 外 側 に 向 か っ て 突 出 さ れ た 端 部 ま で の 長 さ よ  
り も 長 く な る よ う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 フ ラ ン ジ 部 ２ ｅ の 長 さ は 、 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ の ロ ッ ク レ バ ー １ ０ ４ を ロ ッ ク し た 状  
態 で 、 把 持 部 １ ０ １ と 段 部 １ ０ ２ と の 間 の 長 さ よ り も 長 く な っ て い る た め 、 フ ラ ン ジ 部 ２  
ｅ が 設 け ら れ た 部 分 を 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ の 把 持 部 １ ０ １ に よ り 把 持 す る こ と は 不 可 能  
な 形 状 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 本 実 施 形 態 の 調 理 器 １ で は 、 上 述 し た ハ ン ド ル 取 付 部 材 ３ に の み 着 脱 式 ハ  
ン ド ル １ ０ ０ を 取 り 付 け る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 の 調 理 器 １ で は 、 フ ラ ン ジ 部 ２ ｄ ， ２ ｅ が 側 壁 部 ２ ｂ の 上 端 部 を 外 側  
に 略 水 平 に 折 り 曲 げ る こ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る が 、 こ の よ う な 構 成 に 限 ら ず 、 上 方 又  
は 下 方 に 傾 斜 し た 角 度 を 有 し た も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 上 の よ う に し て 、 本 実 施 形 態 の 調 理 器 １ で は 、 安 全 且 つ 使 い 勝 手 の 良 い 着 脱 式 ハ ン ド  
ル １ ０ ０ の 取 付 構 造 を 得 る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 の も の に 必 ず し も 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣  
旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 の 変 更 を 加 え る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 例 え ば 、 上 記 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ の 把 持 部 １ ０ １ に よ っ て 、 調 理 器 本 体 ２ の 上 部 開 口  
部 ２ ｃ の 周 囲 が 把 持 で き な い 形 状 に つ い て は 、 上 述 し た フ ラ ン ジ 部 ２ ｅ の 突 出 量 や 折 り 曲  
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げ 角 度 、 厚 み な ど を 調 整 す る こ と に よ っ て 実 現 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 上 記 調 理 器 １ で は 、 立 壁 部 ３ ａ を 傾 け る 角 度 に よ っ て 、 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ の  
取 り 付 け 角 度 を 調 整 す る こ と が 可 能 で あ る 。 す な わ ち 、 立 壁 部 ３ ａ の 上 端 が 調 理 器 本 体 ２  
側 に 向 か っ て 傾 い て い る ほ ど 、 調 理 器 本 体 ２ に 取 り 付 け ら れ る 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ の 先  
端 が 上 向 き と な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 一 方 、 立 壁 部 ３ ａ の 上 端 が 調 理 器 本 体 ２ か ら 離 れ る 方 向 に 向 か っ て 傾 い て い る ほ ど 、 調  
理 器 本 体 ２ に 取 り 付 け ら れ る 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ の 先 端 が 下 向 き に な る 。 し た が っ て 、  
立 壁 部 ３ ａ の 角 度 を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ の 取 り 付 け 角 度 を 任 意  
に 調 整 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 な お 、 本 発 明 が 適 用 さ れ る 調 理 器 に つ い て は 、 上 述 し た 角 形 の フ ラ イ パ ン に 必 ず し も 限  
定 さ れ る の で は な く 、 例 え ば 丸 形 の フ ラ イ パ ン や 鍋 な ど に も 本 発 明 を 適 用 す る こ と が 可 能  
で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 着 脱 式 ハ ン ド ル １ ０ ０ に つ い て は 、 上 述 し た １ 種 類 の 角 形 フ ラ イ パ ン に の み 取 り  
付 け 可 能 な も の で は な く 、 例 え ば 外 径 な ど の サ イ ズ が 異 な る フ ラ イ パ ン や 鍋 な ど の 調 理 器  
に 対 し て 、 あ る 程 度 の 互 換 性 を 持 た せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 特 に 、 本 発 明 を 適 用 し た 調 理 器 １ で は 、 上 述 し た ハ ン ド ル 取 付 部 材 ３ の 立 壁 部 ３ ａ 及 び  
リ ブ 壁 部 ３ ｂ の 形 状 を 共 通 化 す る こ と で 、 形 状 や サ イ ズ が 異 な る フ ラ イ パ ン や 鍋 な ど の 調  
理 器 に 対 し て 、 幅 広 く 互 換 性 を 持 た せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 １ … 調 理 器   ２ … 調 理 器 本 体   ２ ａ … 底 壁 部   ２ ｂ … 側 壁 部   ２ ｃ … 上 部 開 口 部   ２ ｄ  
， ２ ｅ … フ ラ ン ジ 部   ３ … ハ ン ド ル 取 付 部 材   ３ ａ … 立 壁 部   ３ ｂ … リ ブ 壁 部   ３ ｃ … 周  
壁 部   ３ ｄ … 孔 部   １ ０ ０ … 着 脱 式 ハ ン ド ル   １ ０ １ … 把 持 部   １ ０ ２ … 段 部   １ ０ ３ …  
取 手 部   １ ０ ４ … ロ ッ ク レ バ ー   １ ０ ５ … ロ ッ ク 解 除 ボ タ ン
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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